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新
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に

移
行
に
は
会
員
の
協
力
が
不
可
欠
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2014 年1月

　

全
国
の
労
働
金
庫
は
二
〇
一

四
年
一
月
に
新
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
に
移
行
す
る
。
中
央
ろ
う

き
ん
で
は
円
滑
な
移
行
に
向
け

て
準
備
作
業
が
本
格
化
し
て
い

る
。
新
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
利
用
者

は
新
た
な
質
の
高
い
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
移
行
作
業
に
は
会
員

の
協
力
が
不
可
欠
だ
。

　

現
在
稼
動
し
て
い
る
労
働
金

庫
の
シ
ス
テ
ム
は
一
九
九
〇
年
に

導
入
さ
れ
た
ユ
ニ
テ
ィ
と
呼
ば
れ

る
労
働
金
庫
独
自
に
構
築
し
た

シ
ス
テ
ム
だ
。
運
用
開
始
か
ら

す
で
に
二
十
年
以
上
経
過
し
、こ

の
間
の
度
重
な
る
シ
ス
テ
ム
追
加

や
修
正
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
全
体

が
肥
大
化
・
複
雑
化
し
て
お
り

維
持
管
理
に
多
額
の
コ
ス
ト
が

か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

新
シ
ス
テ
ム
は
Ｂ
ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

と
呼
ば
れ
る
地
銀
等
で
既
に
実

績
の
あ
る
汎
用
性
の
あ
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
だ
。
こ
の
ソ
フ
ト

の
特
長
は 

①
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
可
能 

②
い
つ
で
も
・
ど

こ
で
も
・
便
利
に
利
用
で
き
る

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
可
能 

③
組

合
員
の
利
便
性
・
安
全
性
の
向

上 

④
会
員
事
務
の
簡
素
化
が
図

れ
る
、
こ
と
で
あ
る
。

　

新
シ
ス
テ
ム
は
私
達
、
利
用

者
に
は
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
。

　

ま
ず
、
身
近
な
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用

で
見
て
み
よ
う
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用

可
能
時
間
が
拡
大
す
る
。
特
に
、

セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
24
時
間

利
用
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
他

金
融
機
関
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
時
の
手

数
料
は
利
用
回
数
に
制
限
な
く

即
時
に
利
用
口
座
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
に
投
入
し
た
金
額
の
う
ち
、

一
部
の
み
の
入
金
も
で
き
る
。
ま

た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
込
を
行
な
う

場
合
、
振
込
の
予
約
が
可
能
に

な
る
、登
録
済
み
の
振
込
先
内
容

（
10
件
を
表
示
）
か
ら
振
込
先

を
選
択
で
き
る
、「
手
数
料
込
み
」

の
振
込
も
行
な
え
る
よ
う
に
な

る
、
な
ど
一
段
と
便
利
に
な
る
。

　

さ
ら
に
暗
証
番
号
入
力
時
に

画
面
表
示
さ
れ
る
テ
ン
キ
ー
の

並
び
が
都
度
変
更
で
き
る
な
ど

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
も
強
化
さ
れ
て

い
る
。

　

新
シ
ス
テ
ム
で
も
預
金
口
座

番
号
は
変
わ
ら
ず
、
通
帳・証
書・

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
従
来
の
も

の
が
利
用
で
き
る
。
記
帳
が
満

行
に
な
っ
た
時
点
や
顧
客
の
希
望

に
よ
り
新
通
帳
に
切
り
替
え
る

が
、新
通
帳
は「
Ｈ
ｉ
‐
Ｃ
ｏ
（
高

抗
磁
力
化
）
仕
様
」
と
な
っ
て
お

り
従
来
の
通
帳
よ
り
Ｍ
Ｓ
（
磁

気
ス
ト
ラ
イ
プ
）
の
強
度
が
優

れ
て
い
る
。
ま
た
、
不
正
使
用
や

偽
造
の
防
止
効
果
も
高
く
な
っ
て

い
る
。

　

融
資
返
済
金
は
普
通
預
金
口

座
か
ら
の
自
動
振
替
が
基
本
と

な
る
。
こ
れ
ま
で
給
与
天
引
き

な
ど
で
直
接
返
済
さ
れ
て
い
る

方
も
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
天
引
き

さ
れ
た
返
済
金
は
、
い
っ
た
ん
自

分
の
普
通
預
金
口
座
に
入
金
さ

れ
返
済
日
に
自
動
振
替
に
よ
り

返
済
と
な
る
。
従
っ
て
、
融
資
を

利
用
さ
れ
る
方
は
、
ろ
う
き
ん

普
通
預
金
口
座
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
返
済
方
法

の
変
更
に
は
利
用
者
か
ら
の
「
口

座
振
替
依
頼
書
」
が
必
要
だ
。

ま
た
、
毎
月
の
返
済
日
と
ボ
ー

ナ
ス
返
済
日
が
同
一
と
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
変
更
点
を
中
心
に
、

ろ
う
き
ん
で
は
、
各
会
員
（
労

働
組
合
等
）
へ
の
説
明
お
よ
び

対
応
方
法
の
突
合
せ
を
行
な
い
、

円
滑
な
新
シ
ス
テ
ム
移
行
に
取

組
ん
で
い
る
。

　

労
働
団
体
・
労
働
者
福
祉
事

業
団
体
と
労
働
金
庫
の
連
携
の

下
、
新
シ
ス
テ
ム
移
行
を
成
功

さ
せ
よ
う
！
！

　
　

§
§
§
§
§　
（
労
福
協
）

セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
24
時
間

利
用
可
能
に

通
帳/

・
証
書
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
は
そ
の
ま
ま
利
用
可
能

返
済
は
普
通
預
金
か
ら
の
自
動

振
替
に

新
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
移
行
に
関

す
る
詳
細
は
最
寄
の
労
金
営
業
店
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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融
資
を
ご
利
用
中
の
皆
様
へ

中
央
ろ
う
き
ん
　

　

現
在
、給
与
天
引
き
（
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
）

や
会
員
で
構
成
員
の
皆
様
の
返
済
金
を
取

り
ま
と
め
て
直
接
、
返
済
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
取
扱
い
方
法
は
、
新
シ
ス
テ
ム

で
は
、「
天
引
き
あ
る
い
は
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
資
金
は
、
い
っ
た
ん
ご
本
人
様
の

普
通
預
金
口
座
に
入
金
さ
れ
、
約
定
日
に

口
座
か
ら
自
動
振
替
で
返
済
を
い
た
だ
く

方
法
」
に
変
更
さ
れ
ま
す
。（
下
図
参
照
）

　

返
済
方
法
の
変
更
に
あ
た
っ
て
は
、
融

資
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
様
か
ら
個
別

に
「
証
書
貸
付
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
い

た
だ
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。（「
ろ
う
き

ん
」
に
普
通
預
金
口
座
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
口
座
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。）

　

本
取
扱
い
変
更
の
ご
了
解
を
い
た
だ
き

ま
し
た
会
員
の
構
成
員
の
皆
様
に
は
順

次
、
変
更
手
続
き
の
ご
案
内
を
ご
自
宅
へ

の
郵
送
ま
た
は
職
場
配
付
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
必
要
事
項
に

記
載
・
捺
印
の
上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

で
ご
返
却
く
だ
さ
い
。　

　

お
手
数
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
是

非
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 

新
シ
ス
テ
ム
移
行
に
あ
た
っ
て

　

労
働
金
庫
は
、
新
シ
ス
テ
ム
へ
の

移
行
を
契
機
に
事
務
改
革
に
取
組
み

ま
す
。
事
務
改
革
で
は
事
務
品
質
の

向
上
を
図
り
、
更
な
る
「
お
客
様
満

足
度
の
向
上
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
事
務

手
続
き
の
内
容
が
変
更
と
な
る
こ
と

に
伴
い
、
会
員
・
利
用
者
の
皆
様
へ

お
願
い
す
る
事
項
が
多
々
ご
ざ
い
ま

す
。

　

な
に
と
ぞ
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
央
ろ
う
き
ん
栃
木
県
本
部

“ろうきん”新システム
2014 年 1 月スタート

円滑な移行に向けてご協力をお願いいたします。

 
＜ご返送いただく「証書貸付口座振替依頼書」＞
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拡
げ
よ
う
「
た
す
け
あ
い
」

　
深
め
よ
う
交
流

　
　
強
め
よ
う
勤
労
者
福
祉
！

コ
ー
プ
の
夕
食
宅
配
事
業

足
利
・
佐
野
地
域
で
開
始

と
ち
ぎ
コ
ー
プ

第
二
四
回
栃
木
県
勤
労
者
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

写真は舞菜弁当 10月22日出発式の様子

　

第
二
四
回
栃
木
県
勤
労
者

チ
ャ
リ
テ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

一
〇
月
一
二
日
（
金
）
に
宇
都

宮
市
・
サ
ン
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
九
八
名

の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
ゴ
ル
フ
に
は

も
っ
て
こ
い
の
晴
天
と
な
り
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
試
す
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

各
コ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
珍

プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー
が
相
次
ぎ
、

仲
間
同
士
で
日
頃
の
ス
ト
レ
ス

解
消
し
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ

い
の
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、チ
ャ

リ
テ
ー
ゴ
ル
フ
の
主
旨
で
も
あ

る
「
拡
げ
よ
う
、『
た
す
け
あ

い
』
深
め
よ
う
交
流
・
強
め
よ

う
勤
労
者
福
祉
！
」
が
十
分
に

理
解
さ
れ
た
大
会
と
な
っ
た
も

の
と
判
断
を
致
し
ま
す
。。
ま

た
、
参
加
者
全
員
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
温
か
い
善
意
の
チ
ャ

リ
テ
ー
金
は
四
九
〇
〇
〇
円
と

な
り
福
祉
基
金
に
積
み
立
て
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ま
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
な
お
、
大
会
の
成
績
に

つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

大　

会　

結　

果

ネ
ッ
ト
の
部

優　

勝

　

石
川　

明
久
（
労
生
協
）

　
　

グ
ロ
ス　
　

７
６
．
０

　
　

ネ
ッ
ト　
　

７
２
．
４

準
優
勝

　

後
藤　

裕
見
（
ろ
う
き
ん
）

　
　

ス
コ
ア　
　

８
６
．
０

　
　

ネ
ッ
ト　
　

７
２
．
８

第
三
位

　

大
類　

全
格
（
い
す
ゞ
労
組
）

　
　

グ
ロ
ス　
　

８
６
．
０

　
　

ネ
ッ
ト　
　

７
２
．
８

第
四
位

　

野
澤　

守
夫
（
労
生
協
）

　
　

グ
ロ
ス　
　

９
８
．
０

　
　

ネ
ッ
ト　
　

７
２
．
８

第
五
位

　

戸
田　

正
義
（
情
報
労
連
）

　
　

グ
ロ
ス　
　

７
３
．
０

　
　

ネ
ッ
ト　
　

７
３
．
０

グ
ロ
ス
の
部

優　

勝

　

戸
田　

正
義
（
情
報
労
連
）

　
　

ス
コ
ア　
　

７
３
．
０

準
優
勝

　

石
川　

明
久
（
労
生
協
）

　
　

ス
コ
ア　
　

７
６
．
０

第
三
位

　

塙　
　

隆
宏
（
ア
ー
レ
ス
テ
ィ
栃
木
）

　
　

ス
コ
ア　
　

８
２
．
０

ネット優勝
栃木労生協　石川明久

グロス優勝
情報労連　　戸田正義

　

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
は
こ
れ
ま
で

食
を
中
心
と
し
た
事
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
と
ち
ぎ

コ
ー
プ
が
行
う「
高
齢
者
支
援
」

の
一
つ
と
し
て
「
夕
食
宅
配
事

業
」
が
地
域
限
定
で
足
利
・
佐

野
地
域
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
に
は
、
足
利
セ
ン

タ
ー
職
員
や
配
達
委
託
業
者
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
も
含
め
て
約

30
人
が
出
席
し
「
出
発
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
五
味
渕
副
理
事
長
か
ら

は
「
こ
の
事
業
を
通
じ
て
助
け

合
い
の
心
を
全
県
下
に
届
け
て

行
き
た
い
」
と
夕
食
宅
配
事
業

の
意
義
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
配
達
は
足
利
市
、
佐

野
市
両
地
域
を
合
わ
せ
て
１
１

０
名
の
登
録
で
、
１
４
０
食
を

４
台
の
ワ
ゴ
ン
車
で
配
達
し
ま

し
た
。

　

利
用
し
た
組
合
員
か
ら
は
ア

ン
ケ
ー
ト
で
「
味
も
丁
度
よ
く

こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
」「
味

が
合
う
か
？
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
（
関
西
生
ま
れ
で
す
）
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」「
今
秋
は
じ
め
て
の
サ
ン

マ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
根

お
ろ
し
が
付
い
て
い
た
の
で
助

か
り
ま
し
た
。
ご
馳
走
様
で
し

た
」
な
ど
、
歓
迎
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
４
月
を
め
ど
に
宇
都
宮

地
域
で
も
実
施
し
、
今
後
３
年

間
で
県
内
全
７
事
業
所
に
拡
大

し
て
い
く
予
定
で
す
。
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労
働
者
福
祉
東
部
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
第
六
期

福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
修
了

親
子
で
学
ぶ
！
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

開
催
し
ま
し
た

全
労
済
ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
in
と
ち
ぎ

　

１
０
月
２
８
日
（
日
）、
栃

木
県
防
災
館
に
て
、
全
労
済
栃

木
県
本
部
主
催
・
国
際
協
同
組

合
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
親
子
で

学
ぶ
！
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は「
地
域
防
災
・

減
災
」「
万
一
の
備
え
」
を
テ
ー

マ
に
、
家
族
で
災
害
に
備
え
る

経
験
と
知
識
、
万
一
の
際
に
適

切
な
判
断
・
行
動
を
習
得
い
た

だ
け
る
よ
う
、「
地
震
・
暴
風

雨
体
験
」、「
救
命
救
急
・
心
肺

蘇
生
法
体
験
」、
災
害
時
の
身

元
確
認
や
避
難
場
所
を
記
入
し

た
「
顔
写
真
付
サ
バ
イ
バ
ル

カ
ー
ド
作
成
」「
災
害
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
体
験
」「
消
火
訓
練
」「
非

常
食
試
食
」
等
を
体
験
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、は
し
ご
車
・

ポ
ン
プ
車
・
特
殊
救
難
車
な
ど

の
「
消
防
自
動
車
展
示
」、「
レ

ス
キ
ュ
ー
隊
に
よ
る
救
助
訓
練

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」、

来
場
し
た
お
子
様
へ
「
消
防
服

を
着
用
し
て
の
記
念
撮
影
と
撮

影
写
真
の
缶
バ
ッ
ヂ
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
ま
し
た
が
、
６
５
０
人
を
超

え
る
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
ご
家
族
で
災
害
に
備
え
る

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
場
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、

「
子
ど
も
達
に
い
い
体
験
に

な
っ
た
。」「
改
め
て
自
然
災
害

の
怖
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
た
。」「
初
め
て
非
常
食
の
試

食
が
で
き
、
た
め
に
な
っ
た
。」

等
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

全
労
済
で
は
全
国
で
ぼ
う
さ

い
カ
フ
ェ
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、「
全
労
済
の
み
ん

な
の
ぼ
う
さ
い
サ
イ
ト
」
内
に

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
を

開
設
し
ま
し
た
。D

r.

ナ
ダ
レ

ン
ジ
ャ
ー
の
防
災
科
学
実
験

シ
ョ
ー
や
親
子

で
学
べ
る
防
災

ク
イ
ズ
な
ど
、

防
災
に
つ
い
て

親
子
で
楽
し
く

学
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

労
働
者
福
祉
運
動
の
新
た
な

創
造
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ま
れ

た
、
第
六
期
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾

が
修
了
し
ま
し
た
。
栃
木
県
か

ら
は
、
全
労
済
栃
木
県
本
部
宇

都
宮
支
所
、
熊
谷
武
寛
係
長
・

中
央
労
働
金
庫
栃
木
県
本
部
宇

都
宮
支
店
、
下
山
慶
子
渉
外
担

当
の
二
人
が
参
加
し
、
①
労
働

運
動
と
労
働
者
福
祉
運
動
の
理

念
と
歴
史
②
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
の
実
現
に
向
け

て
③
協
同
組
合
年
の
意
義
と
社

会
企
業
と
し
て
の
「
仕
事
起
こ

し
」
④
連
帯
経
済
の
担
い
手
と

し
て
の
協
同
組
合
⑤
労
働
組

合
・
労
福
協
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
連
帯

と
協
働
⑥
労
働
金
庫
運
動
の
課

題
と
基
本
方
向
⑦
全
労
済
運
動

の
課
題
と
基
本
方
向
な
ど
に
つ

い
て
受
講
し
て
き
ま
し
た
。
受

講
し
て
い
た
だ
い
た
お
二
人
に

は
、
今
後
、
職
場
の
中
お
よ
び

地
域
で
の
取
り
組
み
に
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
予
定

一
一
月

二
二
日　

福
祉
セ
ン
タ
ー
理
事

会

　
　
　
　

労
働
者
福
祉
東
部
ブ

ロ
ッ
ク
定
期
総
会

二
七
日　

労
福
協
・
連
合
栃
木

総
研
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　

連
合
栃
木
総
研
定
期

総
会
・
理
事
会

三
〇
日　

栃
木
県
社
会
福
祉
協

議
会
評
議
員
会

一
二
月

　

一
日　

協
働
労
働
市
民
会
議

運
営
委
員
会

　

五
日　

国
際
協
同
組
合
年
記

念
「
協
同
組
合
交
流

会
」

　

六
日　

福
祉
事
業
団
体
忘
年

会

　

七
日　

神
奈
川
県
労
福
協

四
〇
周
年
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン

一
一
日　

労
福
協
幹
事
会
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若
者
へ
の
期
待
！（
連
合
栃
木
青
年
委
員
会
の
取
り
組
み
）

働
く
人
の
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
と
ち
ぎ

芳
賀
支
部
の
活
動
報
告

　
「
芳
賀
支
部
」
は
県
内
五
地

区
あ
る
内
の
最
後
に
、
二
〇
一

一
年
七
月
に
連
合
栃
木
芳
賀
地

協
内
に
設
立
さ
れ
、
地
域
に
お

け
る
「
生
涯
福
祉
の
実
現
・
会

員
共
助
の
シ
ス
テ
ム
の
確
立
・

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
豊
か
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
推

進
」す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

芳
賀
地
区
は
、一
市
四
町（
真

岡
市
・
芳
賀
町
・
市
貝
町
益
子

町
・
茂
木
町
）
か
ら
な
る
芳
賀

郡
市
を
テ
リ
ト
リ
ー
と
し
て
い

る
も
の
の
Ｐ
Ｒ
不
足
が
否
め
ず

相
談
件
数
が
伸
び
悩
ん
で
お
り

ま
す
。

相 談 内 容 件数
労 働 相 談 ４件
金 融 相 談 ０件
暮らし相談合計 １件
合 計 ５件

相 談 方 法 件数
面 談 ４件
電 話 １件
合 計 ５件

相
談
件
数�

相
談
方
法

　

労
働
相
談
に
お
い
て
は
、
中

高
年
齢
者
の
相
談
者
が
多
く
、

派
遣
及
び
パ
ー
ト
労
働
で
の
働

き
方
の
問
題
、
更
に
は
「
従
業

員
の
解
雇
は
自
由
に
で
き
る
と

勘
違
い
し
て
い
る
中
小
企
業
の

経
営
者
」
の
も
と
で
働
か
ざ
る

を
得
な
く
、
厳
し
い
労
働
条
件

で
の
労
働
を
強
い
ら
れ
る
な

ど
、
昨
今
の
世
相
を
反
映
し
て

い
る
の
か
深
刻
な
問
題
も
あ

り
、
連
合
の
「
な
ん
で
も
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
」
に
出
向
き
、
法
律

的
観
点
か
ら
の
解
決
に
向
け
た

活
動
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
「
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
事
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
新
聞
折
り
込
み
だ
け
で
な

く
、
一
市
四
町
の
各
広
報
へ
の

掲
載
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

峯岸相談員

相談センター

　

今
年
の
一
月
二
一
日
に
開
催

さ
れ
た
「
連
合
栃
木
青
年
委
員

会
定
期
総
会
」
に
お
い
て
、
青

木
会
長
は
、「
若
い
世
代
の
皆

さ
ん
の
出
会
い
の
場
が
少
な
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
婚

活
な
ど
も
含
め
て
組
合
員
が
元

気
に
な
る
よ
う
な
企
画
を
お
願

い
し
た
い
。
既
存
の
概
念
に
固

執
せ
ず
に
、
若
い
感
覚
で
必
要

な
運
動
は
進
め
て
ほ
し
い
。
こ

れ
か
ら
の
連
合
栃
木
の
運
動
だ

け
で
な
く
、
企
業
や
職
場
や
社

会
自
体
も
、
皆
さ
ん
の
両
肩
に

か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
ほ
し
い
。」
と
、
期
待
を

込
め
て
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

連
合
栃
木
青
年
委
員
会
は
九

一
年
に
発
足
し
ま
し
た
が
、
バ

ブ
ル
崩
壊
以
降
の
新
規
採
用
社

員
の
取
り
や
め
な
ど
の
影
響
を

受
け
、
〇
三
年
に
は
実
質
休
止

状
態
に
陥
り
、
そ
の
後
、
連
合

栃
木
三
役
・
執
行
委
員
を
含
め

た
「
青
年
活
動
推
進
委
員
会
」

を
経
て
、
〇
九
年
五
月
の
定
期

総
会
で
委
員
長
に
出
利
葉
康
隆

氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
：
現
委
員

長
）
を
選
出
し
、「
新
生
青
年

委
員
会
」
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

　

一
二
年
度
は
、
①
三
役
会
の

新
設
と
定
例
化
、
②
「
青
年
委

員
会
ニ
ュ
ー
ス
」の
定
期
発
行
、

③
自
主
事
業
の
充
実
を
柱
に
、

幹
事
会
が
責
任
を
持
ち
自
主
的

に
取
り
組
み
を
進
め
、再
建
後
、

三
年
を
経
過
し
て
よ
う
や
く
組

織
と
し
て
自
立
し
て
き
た
と
言

え
ま
す
。

　
「
近
ご
ろ
の
若
い
者
は
…
」

と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
が
、
そ
の
言
葉
を
発
し
て
い

る
人
自
身
が
若
か
っ
た
頃
は
ど

う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
い

つ
の
時
代
で
も
若
い
世
代
全
部

が
冷
め
て
い
る
訳
で
も
、
無
関

心
な
訳
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。

　

若
者
の
特
権
は
、
つ
ま
ず
き

転
ん
で
も
、
ひ
る
ま
ず
に
立
ち

上
が
り
泥
を
払
っ
て
前
を
向
い

て
歩
く
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
も
し
、間
違
っ
た
ら「
ご

め
ん
な
さ
い
」
と
謝
っ
て
立
て

直
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

す
。
謝
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

が
増
え
て
き
た
社
会
の
中
で
、

失
敗
を
恐
れ
ず
に
若
者
ら
し
く

「
大
胆
か
つ
柔
軟
な
発
想
」
で

運
動
を
進
め
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

未
来
の
ま
ち
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
育
て
、
現
在
の
ま
ち
を

創
っ
て
く
れ
た
お
年
寄
り
を
支

え
て
く
れ
る
の
も
、
今
の
青
年

層
で
す
。
彼
ら
の
声
や
思
い
が

労
働
者
福
祉
運
動
や
社
会
運
動

に
も
届
く
よ
う
、
青
年
委
員
会

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
連
合
栃
木　

森
下
）

2012年度青年委員会定期総会（新役員）

れんコン。多彩な出会い！夕方チャンス！
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※詳しくはパンフレット（契約概要）をご覧下さい。

〒320-0964 宇都宮市駅前通り1-3-1フミックスSTMビル

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
宇都宮支社　TEL028-623-0192

〒320-0052 宇都宮市中戸祭町 821　県労福センター 6F

栃木ファミリー（栃木労生協　保険部）
フリーダイヤル　0120-839-816

（引受保険会社） （お問い合わせ先・募集代理店）

がん保障の備えは万全ですか？
【主契約】
がんの保障

ご希望にあわせて必要な特約をお選びください
プラス

特
約

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
委
員
会
を
発
足

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

募
集
締
め
切
る

2012年度
後　　　期

　

十
月
二
十
四
日
よ
り
募
集
を

し
て
お
り
ま
し
た
二
〇
一
二
年

度
後
期
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
で
す
が
、
十
一
月
九
日
に
募

集
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

沢
山
の
お
問
い
合
わ
せ
、
お

申
込
み
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
講
座
に
よ
っ
て
は
、

早
期
に
募
集
定
員
に
な
っ
て
し

ま
い
、
お
断
り
を
い
た
し
ま
し

た
受
講
希
望
者
に
は
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
改
め
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
の
募
集
の
際
は
、
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

募
集
結
果

英
会
話
（
夜
一
組
）

　

継
続
者
一
八
名
、
新
規
六
名

英
会
話
（
夜
二
組
）

　

継
続
者
一
七
名
、
新
規
六
名

英
会
話
（
昼
三
組
）

　

継
続
者
一
七
名
、
新
規
八
名

英
会
話
（
昼
四
組
）

　

継
続
者
一
二
名
、
新
規
五
名

書　

道

　

継
続
者
二
二
名
、
新
規
四
名

ヨ　

ガ

　

継
続
者
一
五
名
、
新
規
六
名

手
話
（
入
門
）

　

継
続
者
五
名
、
新
規
二
名

手
話
（
中
級
）

　

継
続
者
四
名

油
絵
・
水
彩
画

　

継
続
者
八
名
、
新
規
五
名

中
国
語

　

継
続
者
四
名
、
新
規
二
名

絵
手
紙

　

継
続
者
七
名
、
新
規
二
名

以
上
の
よ
う
な
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
が
設
立
し
て
か
ら

四
十
年
余
り
が
経
過
、
公
益
法

人
制
度
の
改
革
に
伴
っ
て
新
た

な
法
人
格
「
一
般
社
団
法
人
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
転
換
期
に
差
し
掛

か
っ
て
る
と
言
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
セ
ン
タ
ー
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
現
状
を
分
析
、

成
果
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、

理
念
に
基
づ
く
中
長
期
に
わ
た

る
将
来
像
の
枠
組
み
を
策
定
す

る
こ
と
を
目
的
に
委
員
会
を
発

足
い
た
し
ま
し
た
。

　

延
四
回
の
定
例
委
員
会
を
開

催
し
、
テ
ー
マ
に
基
づ
き
論
議

を
し
て
理
事
会
に
答
申
し
ま

す
。

　

委
員
は
、
七
名

委
員
長　

黒
﨑
健
憲

　
　
　
　
（
セ
ン
タ
ー
）

副
委
員
長　

加
藤　

剛（
連
合
）

事
務
局
長　

阿
部　

晃

　
　
　
　
　
（
セ
ン
タ
ー
）

委
員　

伍
井
邦
夫（
事
業
団
体
）

　
　
　

小
松　

清
（
労
福
協
）

　
　
　

森
下　

茂
（
連
合
）

　
　
　

鎌
柄
克
美（
事
業
団
体
）



栃木県労働者福祉団体統一機関紙 (8)

労
生
協
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
道
の
駅

特
集

第
十
弾
（
塩
谷
郡
塩
谷
町
）

栃
木
労
生
協�

指
定
店
紹
介

　

住
ま
い
の
自
然
災
害
対
策
に

力
を
入
れ
て
い
る
、
指
定
店
の

『
山
中
商
会
』
か
ら
の
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
地
震
の
揺
れ
の
軽
減

地
震
に
耐
え
る
た
め
に
、
基

礎
・
柱
・
梁
・
壁
の
補
強
等
を

お
考
え
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
屋
根
を
軽
く
す
る
こ
と

で
地
震
の
揺
れ
を
軽
減
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

建
物
の
屋
根
に
乗
っ
て
い
る

瓦
、
全
体
で
５
～
６
ト
ン
の
重

さ
が
あ
り
ま
す
。
瓦
屋
根
を
金

属
屋
根
に
交
換
す
る
と
約
１
／

９
の
重
さ
に
な
る
の
で
揺
れ
が

軽
減
さ
れ
建
物
の
負
担
を
軽
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

金
属
屋
根
に
交
換
し
た
こ
と

で
、開
閉
し
づ
ら
か
っ
た
建
具
・

サ
ッ
シ
が
ス
ム
ー
ズ
に
開
閉
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
ご

意
見
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

●
壁
の
強
度
を
強
く
す
る
。

　

壁
の
補
強
と
い
う
と
、
外
壁

や
天
井
・
床
も
壊
す
よ
う
な
大

き
な
工
事
を
お
考
え
の
か
た
も

多
い
の
で
す
が
、
床
や
天
井
を

壊
さ
ず
壁
だ
け
の
交
換
で
壁
補

強
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
建
物
・
部
屋
の
四
隅
を
補

強
す
る
こ
と
で
地
震
に
対
応
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

●
ど
ん
な
対
策
を
し
た
ら
良
い

か
解
ら
な
い
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。
お
客
様
の
ご

要
望
・
ご
予
算
に
合
わ
せ
て
ア

ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

増
築
・
新
築
・
塗
装
・
外
構
・

水
廻
り
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
つ
い

て
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

な
る
ほ
ど
リ
フ
ォ
ー
ム
小
冊
子

プ
レ
ゼ
ン
ト
中
、
お
申
込
み
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

（
山
中
商
会　

リ
フ
ォ
ー
ム
で
検
索
）

㈱
山
中
商
会 

０
１
２
０
―

５
３
―

０
２
５
０

　

栃
木
労
生
協
は
、
二
〇
一
二

年
九
月
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
電
信

電
話
株
式
会
社
と
「
フ
レ
ッ
ツ

光
紹
介
店　

フ
レ
ッ
ツ
光
倶
楽

部
」
の
会
員
契
約
を
結
び
ま
し

た
。
①
簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
始
め
ら
れ
る
『
お
手
軽
ス

タ
ー
ト
コ
ー
ス
』
②
生
活
に
節

電
・
節
約
取
り
入
れ
よ
う
『
Ｅ

Ｃ
Ｏ
生
活
コ
ー
ス
』
③
困
っ
て

も
安
心
！
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

『
パ
ソ
コ
ン
安
心
コ
ー
ス
』
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が

取
り
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
フ
レ
ッ
ツ
光
に
ご
加
入

を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

栃
木
労
生
協
は
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
取

次
ぎ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

是
非
と
も
、
こ
の
機
会
に
加

入
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。な
お
、ご
加
入
に
当
た
っ

て
は
、
栃
木
労
生
協
（
０
２
８

‐
６
２
１
‐
４
１
５
７
）
大
塚

ま
で
ご
連
絡
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

今
年
の
六
月
二
十
三
日
に
新

た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
で

す
。（
塩
谷
郡
塩
谷
町
船
生
）

　

国
道
四
六
一
号
線
に
隣
接

し
、
西
に
日
光
連
山
、
北
に
高

原
山
を
臨
み
、
南
に
鬼
怒
川
が

流
れ
景
観
が
優
れ
た
場
所
に
位

置
し
、
日
光
・
鬼
怒
川
温
泉
な

ど
を
結
ぶ
通
り
道
に
あ
り
立
ち

寄
り
や
す
い
所
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
町
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
高
原
山
か
ら
の
湧
水
は
、

全
国
名
水
百
選
に
認
定
さ
れ
た

「
尚
仁
沢
湧
水
」
と
し
て
有
名

で
あ
り
近
県
か
ら
も
多
く
の
方

が
水
汲
み
に
こ
の
地
に
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
道
の
駅
内
に
は
、
農
産

物
直
売
所
（
九
時
か
ら
十
七

時
）・
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
「
そ

ば
処　

か
み
ざ
く
ら
」（
十
一

時
か
ら
十
五
時
）　　
　
　
　

定
休
日　

第
一
・
三
火
曜
日
、

年
末
年
始
。

情
報
発
信
コ
ー
ナ
や
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
の
施
設
が
あ
り
ま

す
。

　

敷
地
内
に
は
、
塩
谷
町
出
身

の
作
曲
家
で
あ
る
船
村
徹
先
生

な
ど
の
歌
碑
も
あ
り
ま
す
。

　

駐
車
場
・
ト
イ
レ
は
二
十
四

時
間
利
用
で
き
ま
す
。


